
 

令和元年７月総務企画委員会 議事概要 

R1.8.7 作成 

R1.8.21修正 

日  時：令和元年７月 17日（水） 18：06～19:41 

会  場：建築士会会議室 

出  席： 

（常任理事兼委員長）芝 京子 

（副委員長）山成 芳直 

（委  員）木村 弘一、玉野 直美、長瀬 光市、畠 宏好、平井 毅、 

村島 正章、八重野みどり 

 

オブザーバー：長田副会長、宮林専務理事 

 

＜委嘱状交付及び委員自己紹介＞ 

 ・令和元・２年度総務企画委員会委員が、7/1付で会長から委嘱されたことに伴い、 

  委員長から各委員に委嘱状を交付。各委員の自己紹介。 

 

＜確 認 事 項＞ 

１ 前回(6/18)議事録の確認 【資料１】 

 ・異議なく了承。 

 ・委員から「総務企画委員会の所掌事務は何か？ 委員会規程は存在するのか？」との 

質問あり。事務局において次回までに配布することとした（＊7/22、各委員にメール 

にて送付済み） 

 

＜協 議 事 項＞ 

１ 熱闘甲子園の進め方について【資料２】 

 ・昨年度の実施事務に関与した副会長から、今年度の申込状況が低調であることを報告。 

今後の見直しにあたっては、実施の意義等に関する委員提案や、建築関係業界の求 

人・求職活動の橋渡しシステムを構築した新潟県建築士会の取り組み(委員取材)を参 

考にしてはどうかと提案。 

(質疑) 

 (委員長)・高校生の職業選択において建築の仕事をアピールしていくことが究極の狙い 

と思うが、このテーマを総務企画委員会単独で担う意味が、今一つはっきりしない。 

 (委員)・新潟会の取り組みの狙いは明確。地方では何もしなければ、新卒の若者はどん 

どん大都市圏へ流出してしまう。神奈川とは状況や危機感が違うと思う。 

・ただ、大学の学部別進学傾向のとおり、文系に比べて理工系、特に建築系のシェア 

は低い。一定のシェアを確保することは士会にとっても意義がある。 

 (委員)・普通科高校生に、早い時期から建築の仕事の意義や楽しさを知ってもらうこと 

は意味がある。ただ、生徒たちの職業選択においては、家業が建築関係であるとい 

った要因からの影響も考えられるところだ。 

 (委員)・生徒たちが早い時期から将来の職業を建築に絞り込むには、難しさがあるだろ 

う。 

 (委員)・インターンシップはわかるが、それと「熱闘甲子園」というコンペとの組み合 

わせに、やや違和感を感じる。 

 (委員)・確かに、職業体験とコンペのどちらにウェイトがかかっているのか、不明確な 



 

きらいはある。 

 (委員)・大学側もいろいろ考えている。たとえば神奈川大学の「高・大」連携プロジェ 

クト(高等学校と神大の連携事業)では、インターンの場の設定→参加による職業意 

識の向上→学力の向上、といったプラスの成果があがっているようだ。 

 (委員長)・引き続き今後の方向を議論していきたい。 

 (委員)・今年度応募の２名に対しては、どう対応するのか。 

 (副会長)・人数は少なくても、昨年度と同様に対応すべきと思う。 

 (副委員長)・コンペへの応募を義務付けるのではなく、多様なレクチャーを受けてもら 

う→インターンに参加する、といったパターンもあると思う。 

 (委員)・昨年度参加の 7名の生徒たちは、どんな進路選択をしたのか？ 

 (副会長)・調査していないが、２年生が多かったので、これから結果が見えてくるので 

はないか。 

 

２「建築士の集い（交流会）」について 

 ・7/1理事会で、今後の開催のあり方が議論となったことから、資料なしのフリートー 

クを行った。 

 (副委員長)・H30年度、川崎での第 1回「集い」の実施後、毎年実施するとの雰囲気や 

方針は特に出ていないと思う。当委員会でも「２年に 1回」の開催が妥当では、との 

議論を行った記憶がある。 

 ・「次は横須賀開催」との声もあったようだが、手順としては、支部長・委員長会議の 

場できちんと公募する方法が考えられる。8/14に支部長連絡会が開かれるので、来年 

度の実施について議論してもらってはどうか。 

 (委員)・8/14連絡会は私の横須賀支部が当番なので、議論の俎上に載せたい。総務企画 

委員会からの検討要請をいただければありがたい(＊対応済み)。 

 

３ ＣＰＤ委員会からの委員派遣について 

 ・委員長から「CPD専攻建築士制度委員会から委員の派遣要請がきているが、どう対応 

するかの提起あり。副会長からＣＰＤ委員会と調整する旨発言(＊7/26ＣＰＤ委員会 

で委員長に打診・了承) 

           

４ その他 

 ・特になし 

 

＜報 告 事 項＞ 

１ 平成 30年度入会案内活動結果【資料３】 

 ・副会長から新規合格者の入会は一段落した旨報告(実績 37名)。 

 

２ その他 

・村島委員から「ともに生きる社会－かながわ憲章」の説明。 

 

＜その他＞ 

 次回以降の委員会等について 

令和元年 (7月 17日(水) けんちくモブトーク 19:00～20:00 平沼ﾚｽﾄハウス) 

(7月 30日(火) 活性化特別委員会 18:00～(長瀬・村島・山成委員参加)) 

8月 21日(水) 8月総務企画委員会 18:00～、終了後暑気払い 

     9月 18日(水) 9月総務企画委員会 18:00～ 



 

(9月 21日(土) 士会連合会全国大会 函館) 

     10月 16日(水) 10月総務企画委員会 18:00～ 

     11月 20日(水) 11月総務企画委員会 18:00～ 


